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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 357,137 14.1 3,898 22.7 4,554 15.6 2,848 11.2
22年3月期第3四半期 313,123 △16.8 3,177 △27.8 3,939 △13.9 2,561 34.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 19.47 ―
22年3月期第3四半期 17.57 16.97

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 273,859 67,848 24.1 450.29
22年3月期 243,466 67,159 27.0 449.45

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  65,872百万円 22年3月期  65,750百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
23年3月期 ― 5.00 ―
23年3月期 

（予想）
5.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 500,000 19.7 5,700 26.6 5,800 10.6 3,300 △21.5 22.56



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を行う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は様々な要因により記載の予想数値と異な
る可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.2「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 150,215,512株 22年3月期  150,215,512株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  3,927,359株 22年3月期  3,925,821株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 146,298,058株 22年3月期3Q 145,779,725株



 

 

 

 

○添付資料の目次 

 

１. 当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………2 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 …………………………………………………2 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 …………………………………………………2 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 …………………………………………………2 

２. その他の情報 ……………………………………………………………………………2 

(1) 重要な子会社の異動の概要 …………………………………………………………2 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ………………………………………2 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ………………………………3 

３. 四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………4 

(1) 四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………4 

(2) 四半期連結損益計算書 ………………………………………………………………6 

(3) 継続企業の前提に関する注記 ………………………………………………………7 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ………………………………7 

 

日本紙パルプ商事株式会社(8032)平成23年３月期　第３四半期決算短信

- 1 -



 

 

 

 

１. 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな景気回復基調をたどっておりましたが、海

外経済の減速や円高の影響もあり、回復ペースは鈍化しました。紙パルプ業界におきましては、板紙の販

売数量は猛暑の影響などにより前年同期を上回ったものの、洋紙は第２四半期以後伸び悩み、前年実績を

僅かに下回る結果となりました。 

 このような状況のもと、当社グループは、長期ビジョン「INNOVATION JP 2020」の推進のため、既存事

業の収益力の強化に取り組むとともに、海外事業及び資源・環境等の関連事業の拡大や、新たに当社のグ

ループ企業となった事業会社とのシナジー効果の発現を図ってまいりました。 

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比14.1％増の3,571億３千７百万円とな

りました。利益面では、営業利益は22.7％増の38億９千８百万円、経常利益は15.6％増の45億５千４百万

円、四半期純利益は11.2％増の28億４千８百万円となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、売上債権がGould Paper Corporationの取得等に加え当第３四

半期連結会計期間末が銀行休業日であったことに伴い増加したため、前連結会計年度末に比べて303億９千

３百万円増加し、2,738億５千９百万円となりました。 

 総負債は、仕入債務の増加及び社債の発行等により、前連結会計年度末に比べて297億４百万円増加し、

2,060億１千１百万円となりました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

業績予想に関しましては、平成22年５月14日に公表しました数値を修正しておりません。 

 

２. その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

   該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② 棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期

間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 
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③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按

分する方法によっております。 

なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 企業結合に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等

に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計

基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 

平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業

会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

これに伴い、連結子会社の資産及び負債の評価については、部分時価評価法から全面時価評価法に変更

しております。この変更による期首における資産負債の変動額は、土地82百万円増加、投資その他の資

産の繰延税金資産３百万円増加、固定負債の繰延税金負債37百万円増加、少数株主持分48百万円増加で

あります。 

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法の変更 

当社は、JP総合開発㈱との合併に伴い会計方針を統一するため、平成10年３月31日以前取得の建物（建

物附属設備を除く）の減価償却の方法を、第１四半期連結会計期間より、定率法から定額法に変更して

おります。また、JP総合開発㈱が所有していた、建物（建物附属設備を除く）以外の有形固定資産の減

価償却の方法を、定額法から定率法に変更しております。なお、この変更に伴う損益に与える影響は軽

微であります。 

③ （追加情報）社債発行費の償却方法 

第１四半期連結会計期間において新規に普通社債を発行したことで社債発行費が計上されたことに伴

い、「繰延資産の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第19号 平成18年８月11日）に基づき、

第１四半期連結会計期間より社債発行費は償還までの期間にわたり定額法により償却しております。 
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３. 四半期連結財務諸表 
 (1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,751 3,754

受取手形及び売掛金 153,368 128,405

たな卸資産 20,146 16,312

その他 6,056 5,228

貸倒引当金 △1,537 △1,559

流動資産合計 182,784 152,140

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 26,236 24,247

土地 22,291 22,275

その他（純額） 6,018 4,501

有形固定資産合計 54,545 51,023

無形固定資産 1,403 611

投資その他の資産   

投資有価証券 30,701 32,597

その他 5,252 8,019

貸倒引当金 △901 △923

投資その他の資産合計 35,053 39,692

固定資産合計 91,000 91,326

繰延資産 74 －

資産合計 273,859 243,466

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 112,424 98,974

短期借入金 38,463 23,846

コマーシャル・ペーパー 11,000 10,000

1年内償還予定の社債 － 10,000

未払法人税等 435 1,547

引当金 824 1,619

その他 6,302 3,878

流動負債合計 169,447 149,864

固定負債   

社債 15,000 －

長期借入金 15,322 15,922

退職給付引当金 2,947 3,203

役員退職慰労引当金 530 810

負ののれん 63 536

その他 2,703 5,972

固定負債合計 36,564 26,443

負債合計 206,011 176,307
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 16,649 16,649

資本剰余金 15,247 15,247

利益剰余金 37,510 36,186

自己株式 △1,476 △1,477

株主資本合計 67,930 66,605

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,003 27

繰延ヘッジ損益 △2 △27

為替換算調整勘定 △1,052 △856

評価・換算差額等合計 △2,058 △856

少数株主持分 1,976 1,410

純資産合計 67,848 67,159

負債純資産合計 273,859 243,466
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(2) 四半期連結損益計算書 
  第３四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
  至 平成22年12月31日) 

売上高 313,123 357,137

売上原価 288,313 329,048

売上総利益 24,810 28,089

販売費及び一般管理費 21,633 24,191

営業利益 3,177 3,898

営業外収益   

受取利息 104 72

受取配当金 561 597

負ののれん償却額 38 103

持分法による投資利益 247 285

その他 408 425

営業外収益合計 1,358 1,481

営業外費用   

支払利息 548 733

その他 50 92

営業外費用合計 597 825

経常利益 3,939 4,554

特別利益   

投資有価証券売却益 207 238

固定資産売却益 8 178

補助金収入 － 69

負ののれん発生益 － 21

抱合せ株式消滅差益 150 －

その他 16 13

特別利益合計 381 520

特別損失   

投資有価証券評価損 133 270

固定資産処分損 56 53

投資有価証券売却損 － 27

関係会社整理損 － 16

減損損失 255 －

その他 9 37

特別損失合計 451 402

税金等調整前四半期純利益 3,868 4,672

法人税、住民税及び事業税 1,312 993

法人税等調整額 △26 779

法人税等合計 1,286 1,773

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,900

少数株主利益 22 52

四半期純利益 2,561 2,848
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

 
   該当事項はありません。 
 
 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 
   該当事項はありません。 
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